
ＳＨＩＮＣＨＩ新地広報 １
希
望
の
一
年
に

大戸浜地内からのぞむ朝日
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
政

運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

東
日
本
大
震
災
よ
り
二
度
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
町
で
は
被
災
さ

れ
た
方
々
の
一
日
で
も
早
い
生
活
の
再

建
と
復
興
に
向
け
て
、
復
興
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
新
地
町
復
興
計
画

の
も
と
様
々
な
事
業
に
着
手
し
て
お
り

ま
す
。

　

住
ま
い
の
確
保
と
し
て
は
、
津
波
被

災
地
の
移
転
促
進
区
域
の
土
地
の
買
い

上
げ
を
進
め
る
一
方
、
昨
年
末
に
は
、

７
ヶ
所
の
防
災
集
団
移
転
団
地
の
造
成

工
事
と
、
被
災
高
齢
者
共
同
住
宅
整
備

工
事
の
契
約
を
行
う
な
ど
、
復
興
が
本

格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

交
通
環
境
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
新
地
駅
舎
の
移
転

や
ル
ー
ト
変
更
案
が
ま
と
ま
り
、
平
成

26
年
春
の
工
事
着
手
に
向
け
て
、
町
、

県
、
Ｊ
Ｒ
の
担
当
者
が
、
常
駐
拠
点
を

役
場
に
設
け
、
一
日
も
早
い
運
行
再
開

に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

常
磐
自
動
車
道
の
延
伸
工
事
に
つ
い

て
も
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
早
期
完
成

を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
11
月
末
に
は
石
油
資

源
開
発
㈱
が
相
馬
港
の
新
地
町
域
に
天

然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
受
け
入
れ
基
地
を

整
備
し
、
宮
城
県
名
取
市
と
結
ぶ
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
検
討
を
開
始
す
る
こ

と
が
公
表
さ
れ
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
が
大
き
い
も
の
に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
の
皆
様
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
通
じ
「
や
っ
ぱ
り　

新
地

が
い
い
ね
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
希
望
あ
る
未
来
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
皆
様
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
失
わ
れ

か
け
た
人
の
絆
を
も
う
一
度
確
か
な
も

の
と
し
、「
チ
ー
ム
し
ん
ち
」
と
し
て
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
一
人
ひ
と
り
と
の
語
ら

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来
へ
の
新

し
い
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
て
参
り

ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新地町長

加　藤　　憲　郎

新年のごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
あ
の
忌
ま
わ
し
い
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
度
目
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。　

　

本
町
に
お
い
て
も
、
多
く
の
家
屋
が

流
失
・
被
災
し
、
道
路
や
農
地
な
ど
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
今
も
な
お
被
災
さ

れ
た
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
な
ど
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、
皆
様
と
共
に
一
日
も
早
い
復
興
の

た
め
の
支
援
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
「
新

地
町
復
興
対
策
特
別
委
員
会
」「
常
磐

自
動
車
道
及
び
東
北
中
央
自
動
車
道
整

備
促
進
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
地

域
の
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
が
図
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
「
新
地
発
電
所
増
設
等
整
備
促
進

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
増
設
活
動
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
、

議
会
の
機
能
・
役
割
を
十
分
に
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
全
力
で
復
興
か
ら
の
あ

た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
議
員
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
は
、
町
の
更
な
る
安
心
と
躍
進

を
願
い
、
町
当
局
そ
し
て
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
、
皆
様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
町
民
代
表
の
自
覚
の
も
と
、
議
員
一

丸
と
な
り
復
興
に
立
ち
向
か
う
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
更
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
が
１
日
も

早
く
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
日
の
来
る
こ

と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

新地町議会議長

目　黒　　靜　雄

２０１３年



　

復
興
事
業
は
、
生
産
の
基
盤

で
あ
る
農
地
や
漁
港
の
復
旧
を

行
う
ハ
ー
ド
事
業
と
、
産
業
の

復
興
、
産
業
の
振
興
と
し
て
の

ソ
フ
ト
事
業
に
分
け
て
進
め
て

い
ま
す
。

町
内
８
地
区
で

農
地
復
旧
を
実
施
中

　

ハ
ー
ド
事
業
の
う
ち
、
農
地

に
つ
い
て
は
、
津
波
被
害
地
を

８
地
区
に
分
割
し
て
農
地
災
害

復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
瓦
礫
撤
去
、
均
平
作
業
、

畦
畔
の
整
備
、
用
水
路
、
排
水

路
の
整
備
、
農
道
の
整
備
を
総

合
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

作
田
前
地
区
（
左
図
の
緑
部

分
）
に
つ
い
て
は
、
大
区
画
の

圃
場
整
備
を
計
画
中
で
す
。
１

枚
の
田
の
面
積
は
１
ｈ
ａ
で
、

受
益
面
積
は
約
３
０
ｈ
ａ
ほ
ど

で
す
。
こ
れ
は
県
営
土
地
改
良

事
業
で
行
わ
れ
ま
す
。

釣
師
浜
漁
港
の

復
旧
を
実
施
中

　

た
め
池
、
農
道
、
用
排
水
路
、

用
水
機
場
及
び
町
内
６
地
区
に

あ
る
排
水
機
場
の
災
害
復
旧
工

事
は
、
福
島
県
と
手
分
け
し
て

順
次
施
工
し
て
お
り
、
機
械
設

備
に
つ
い
て
は
今
年
度
中
に
修

復
で
き
る
見
込
み
で
す
。
た
だ

し
、
埒
浜
地
区
と
中
浜
田
排
水

機
場
は
、
防
潮
護
岸
が
で
き
な

い
と
は
き
出
し
施
設
が
整
備
で

き
な
い
関
係
で
、
１
年
ほ
ど
遅

れ
る
見
込
み
で
す
。

　

釣
師
浜
漁
港
の
漁
港
本
体
分

に
つ
い
て
は
福
島
県
で
修
築
、

災
害
復
旧
を
実
施
中
で
す
。
建

物
、
荷
捌
き
施
設
、
漁
具
倉
庫

等
の
漁
協
と
し
て
の
設
備
等
に

つ
い
て
は
、
町
が
復
興
交
付
金

を
活
用
し
、
調
査
業
務
を
実
施

中
で
す
。

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
と

風
評
被
害
対
策
に
重
点

　

ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、

農
産
物
の
生
産
費
と
販
売
価
格

と
の
差
額
を
補
て
ん
す
る
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
米
の
作
付
け
に
つ
い
て
交

付
金（
１
０
ａ
当
１
万
５
千
円
）

と
、
津
波
被
害
農
地
の
維
持
管

理
経
費
の
交
付
金
（
草
刈
、
瓦

礫
処
理
、
用
排
水
路
の
手
入
れ

な
ど
の
作
業
に
対
し
支
給
）
が

あ
り
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
農
林
水
産

仕事の復興に向けて

農地・漁港の復興
東日本大震災により農林水産業は甚大な被害
を受けましたが、復旧の方針が定まり、町民
が生活していく上で基本となる仕事の復興に
向けて一歩を踏み出しました。

国土交通省
北海道開発局　　池下　貴之 さん

全国からの
応援職員

農地の復旧工事にあたっていま

す。一日でも早く水田が復旧して、

新地町の農家のみなさんが、元の

生活を取り戻せるようにお手伝い

したいと思っています。

農林水産課
農林整備係

広報しんち　４

国土交通省北海道開発局からは、１か月交替で

これまでに 25 人の応援をいただいています。



物
の
風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
新
地
の
恵
み
安
全
対
策
協

議
会
が
、
米
の
全
袋
検
査
及
び

食
品
の
簡
易
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
農
林
水
産
物
の
放
射
線
の

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
者
に
対
す
る
安
心
、

安
全
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
消
費

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

漁
業
分
野
に
つ
い
て
は
現
在

の
と
こ
ろ
、
沖
合
、
底
引
き
網

に
よ
る
試
験
操
業
と
瓦
礫
の
処

理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

ハ
ー
ド
事
業
の
進
み
具
合
に
合

わ
せ
、
福
島
県
な
ら
び
漁
協
と

連
絡
調
整
を
取
り
な
が
ら
、
漁

業
の
復
興
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

１．津波被害地で行われている農
　　地災害復旧事業。重機を使い、
　　がれき撤去や均平作業が行わ
　　れています。
２． 一昨年３月の様子。小川地内
　　の水田に堆積するがれき。
３．農地復旧工事が進められてい
　　る小川地内の水田。
４．農地復旧工事中の木崎地内。

少しでも復興の力になりたく、

北海道開発局から新地町に来ま

した。現在は、被災沿岸部で大

きく動き出した農地の復旧工事

を円滑に進めることが目標です。

全国からの
応援職員

農林水産課
農林整備係

国土交通省
北海道開発局

土田　健介 さん

広報しんち　５

一昨年３月の小川地内 現在の小川地内

１．

２． ３．

４．

国土交通省北海道開発局からは、１か月交替で

これまでに 25 人の応援をいただいています。

農地・漁港事業の概要



避
難
道
路
や
復
興
団
地
の

連
絡
道
を
優
先
に

　

右
図
の
赤
色
で
示
し
た
と
こ

ろ
が
、
復
興
交
付
金
事
業
と
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

で
町
が
整
備
す
る
道
路
で
す
。

①
の
大
戸
浜
富
倉
線
は
、
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
の
大
戸
浜

地
区
の
避
難
道
路
で
、
町
道
の

中
島
今
泉
線
ま
で
整
備
さ
れ

ま
す
。
延
長
は
１,
０
３
９
ｍ
、

幅
員
９
．
25
ｍ
の
二
車
線
道
路

で
、
片
側
に
歩
道
２
．
５
ｍ
を

設
置
予
定
で
す
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

は
高
架
橋
で
横
断
し
ま
す
。
現

在
、
測
量
調
査
設
計
、
橋
梁
予

備
設
計
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

②
の
宮
田
踏
込
畑
線
は
、
大
戸

浜
の
緑
地
広
場
か
ら
大
戸
浜
富

倉
線
の
避
難
道
に
接
続
す
る
道

路
で
す
。
大
戸
浜
に
住
ん
で
い

る
方
々
の
避
難
道
路
と
い
う
位

置
付
け
で
整
備
を
行
い
ま
す
。

延
長
は
５
０
０
ｍ
、
幅
員
は
５

ｍ
と
な
る
予
定
で
す
。
説
明
会

が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
測
量
調

査
設
計
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

③
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
の
雁
小
屋
地
区
か
ら
の
連
絡

道
路
で
、
県
道
赤
柴
中
島
線
に

通
じ
る
道
路
で
す
。
延
長
が

１
６
０
ｍ
、
幅
員
７
ｍ
の
二
車

線
道
路
の
予
定
で
す
。
砂
子
田

川
の
橋
梁
は
架
け
か
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
測
量
調

査
設
計
と
橋
梁
予
備
設
計
の
発

注
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

④
の
大
戸
浜
富
倉
線
は
、
富
倉

公
会
堂
か
ら
町
道
中
島
今
泉
線

ま
で
の
道
路
で
す
。
こ
の
道
路

は
平
成
21
年
度
か
ら
整
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
来
年
の
３
月

ま
で
に
は
中
島
今
泉
線
ま
で
整

備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
道

路
は
、
二
車
線
で
片
側
に
歩
道

が
付
き
、
幅
員
は
９
．
25
ｍ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
の
大
作
赤
柴
線
は
、
新
地
南

工
業
団
地
と
、
常
磐
自
動
車
道

の
新
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
す
。
延
長

は
１
，
２
６
３
ｍ
で
、
新
地
南

工
業
団
地
の
県
道
か
ら
西
側
の

部
分
も
含
め
て
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。
今
年
度
は
、
交
差

点
か
ら
２
５
０
ｍ
程
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

⑥
の
鴻
ノ
巣
線
は
、
新
地
イ
ン

タ
ー
の
南
側
に
常
磐
自
動
車
道

の
高
速
バ
ス
乗
り
場
を
計
画
し

て
お
り
、
調
査
設
計
を
実
施
中

で
す
。道
路
延
長
は
４
５
０
ｍ
、

二
車
線
で
幅
員
８
ｍ
の
予
定
で

す
。

社会経済基盤の復興に向けて

道路・河川の復興①
震災では、本町の骨格となる多くの道路・交
通体系が大きな被害を受けました。また、海
岸堤防、河川なども被害を受けたことから、
こうした社会経済基盤の早期復旧と復興に取
り組んでいます。

雲仙普賢岳噴火災害のときに全

国からご支援をいただき、その

恩返しをしなければいけないと

思い、新地町に来ました。新地

町では、道路の災害復旧にあたっ

ています。

長崎県島原市

　　　　　　小林　和徳 さん

全国からの
応援職員

建設課
建設係

広報しんち　６

島原市からは、３か月交替でこれまでに３人の応

援をいただいています。



県
事
業
も
着
々
と

　

上
図
の
緑
色
で
示
し
た
と
こ

ろ
は
、
県
が
事
業
を
行
う
道
路

で
す
。

①
は
常
磐
自
動
車
道
新
地
イ
ン

タ
ー
の
入
口
に
な
り
ま
す
。

②
の
県
道
赤
柴
中
島
線
は
、
現

在
用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
月
に
は
改
良
舗
装
工
事

を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

③
④
⑤
に
つ
い
て
は
、
県
の
河

川
の
堆
砂
の
撤
去
で
す
。
③
の

立
田
川
は
Ｊ
Ｒ
下
か
ら
藤
見
橋

の
間
、
④
の
砂
子
田
川
は
坂
下

橋
か
ら
約
５
０
０
ｍ
、
⑤
の
三

滝
川
は
国
道
６
号
か
ら
大
橋
ま

で
の
間
で
、
年
度
内
に
完
了
す

る
予
定
で
す
。
３
河
川
で
約
５,

８
０
０
㎥
の
土
砂
を
撤
去
す
る

予
定
で
す
。

⑥
は
立
田
川
の
河
川
改
修
事
業

で
す
。
観
音
橋
か
ら
学
校
橋
ま

で
の
約
２
６
０
ｍ
で
す
。

⑦
は
地
蔵
川
の
河
川
改
修
で
、

立
田
川
の
合
流
地
点
ま
で
嵩
上

げ
等
を
行
い
ま
す
。
河
口
部
分

に
７
．
２
ｍ
の
高
さ
に
防
潮
堤

が
設
置
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に

伴
い
河
川
の
嵩
上
げ
等
の
改
修

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

災
害
査
定
は
49
ヵ
所

　

青
色
で
示
し
た
と
こ
ろ
が
、

今
回
の
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て

災
害
査
定
を
受
け
た
49
カ
所
の

町
道
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
23
カ

所
の
工
事
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
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地蔵川河口付近

大戸浜富倉線



３
．
５
㎞
の

復
興
道
路
を
整
備

　

右
上
図
の
①
か
ら
④
は
市
街

地
相
互
の
接
続
道
路
と
し
て
復

興
交
付
金
事
業
で
整
備
を
す
る

道
路
で
す
。

①
は
復
興
道
路
と
し
て
整
備
す

る
県
道
相
馬
亘
理
線
で
す
。
延

長
は
約
３,

５
０
０
ｍ
、
幅
員

は
６
ｍ
、
片
側
歩
道
２
．
５
ｍ

で
幅
員
は
10
ｍ
の
予
定
で
す
。

新
地
停
車
場
釣
師
線
の
交
差
点

に
つ
い
て
は
高
盛
土
さ
れ
た
平

面
交
差
の
予
定
で
す
。

②
の
県
道
赤
柴
中
島
線
と
、
③

の
新
地
停
車
場
釣
師
線
も
復
興

交
付
金
事
業
で
整
備
し
ま
す
。

④
の
金
山
新
地
停
車
場
線
は
、

中
島
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の

計
画
に
合
わ
せ
て
、
県
道
金
山

新
地
停
車
場
線
の
整
備
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。
⑤
の
砂
子

田
川
の
河
川
改
修
事
業
は
、
国

道
６
号
か
ら
河
口
ま
で
の
改
修

で
、
川
幅
は
内
幅
で
26
．
６
ｍ

程
度
に
な
る
予
定
で
す
。

海
岸
、
河
川
の
復
旧
も

始
ま
っ
て
い
ま
す

⑥
は
防
災
緑
地
で
現
在
検
討
中

で
す
。

⑦
は
相
馬
亘
理
線
の
現
道
の
災

害
復
旧
事
業
で
す
。
今
後
、
復

興
計
画
を
考
慮
を
し
て
整
備
を

図
り
ま
す
。

⑧
は
木
崎
海
岸
の
復
旧
事
業
で

す
。
復
旧
延
長
は
１,

３
７
３

ｍ
で
、T.P.

６
．
２
ｍ
か
ら
１

ｍ
程
高
い
７
．
２
ｍ
の
粘
り
強

い
工
法
で
防
潮
堤
が
整
備
さ
れ

ま
す
。
木
崎
地
区
の
防
潮
堤
の

工
事
に
つ
い
て
は
、
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
工
事
が

発
注
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
約
５
，

４
０
０
個
に
及
ぶ
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
が
作
ら
れ
る
予
定
で
、
間
も

な
く
防
潮
堤
全
面
に
設
置
す
る

消
波
堤
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

⑨
は
釣
師
浜
漁
港
海
岸
の
復
旧

事
業
で
す
。
復
旧
延
長
は
１
，

６
３
５
ｍ
で
木
崎
海
岸
と
同
じ

高
さ
で
復
旧
し
ま
す
。
一
部
、

大
戸
浜
地
内
の
消
波
堤
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

埓
浜
、
谷
地
小
屋
地
域
に
つ

い
て
は
、
本
体
消
波
機
能
と
一

体
と
し
た
工
事
を
進
め
る
た
め

国
と
協
議
中
で
す
。
協
議
が
整

い
次
第
、
用
地
買
収
の
伴
わ
な

い
箇
所
か
ら
実
施
す
る
予
定
で

す
。

⑩
～
⑬
は
河
川
の
災
害
復
旧
事

業
で
す
。
⑩
の
三
滝
川
は
海
岸

取
付
け
部
と
い
う
こ
と
で
堤
防

の
高
さ
は
水
門
ま
で
と
同
じ

７
．
２
ｍ
、
構
造
も
海
岸
堤
防

と
同
じ
予
定
で
す
。
⑪
の
濁
川

は
約
１,

３
０
０
ｍ
復
旧
し
ま

す
。
約
60
㎝
地
盤
沈
下
し
て
い

ま
す
の
で
、
沈
下
し
た
河
川
堤

防
を
復
旧
し
ま
す
。
⑫
の
三
滝

川
、
⑬
の
埒
川
に
つ
い
て
は
、

濁
川
と
同
様
に
、
災
害
復
旧
事

業
で
津
波
や
地
震
で
崩
れ
た
所

や
地
盤
沈
下
し
て
い
る
所
の
嵩

上
げ
を
行
い
ま
す
。

社会経済基盤の復興に向けて

道路・河川の復興②
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震災では、本町の骨格となる多くの道路・交
通体系が大きな被害を受けました。また、海
岸堤防、河川なども被害を受けたことから、
こうした社会経済基盤の早期復旧と復興に取
り組んでいます。



１．現在の様子。埓浜・磯山地内では、消
　　波堤設置工事に向けた準備が進められ
　　ています。写真中央に走るのは、工事
　　のための仮設道路。
２．一昨年５月の様子。県道相馬亘理線が流
　　失し、内陸部への浸水被害が大きい。

全国からの
応援職員

７月から半年間、下水道の復旧

に携わってきました。まだ大変

な状況は続きますが、町と町民

のみなさんが一体となって、が

んばってほしいと思っています。

長崎県諫早市

　　　　　　松竹　慎吾 さん

建設課
下水道係

広報しんち　９

一昨年５月の埓浜・磯山地内

現在の埓浜・磯山地内

１．

２．

諫早市からは、６か月交替でこれまでに６人の応

援をいただいています。



まちの話題
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　平成 24 年度新地町交通安全表彰式が 11 月
30 日、町役場で開かれました。
　式では、町の交通安全に取り組まれた団体・
個人のみなさんに各種表彰が贈られました。

【福島県交通対策協議会長表彰】
新地町交通対策協議会

【県警本部長・県交通安全協会長連名表彰】
新地保育所（交通安全優良学校）
渡部　和江（優良運転者）

【町長・町交通対策協議会会長連名表彰】
斉藤忠三、林成德（交通安全功労者）
有限会社齋藤精工（交通安全功労団体）

【相馬警察署長・相馬地区交通安全協会長連名表彰】
熊澤孝男、荒和雄、櫻井憲政、日下美紗子

（敬称略）

日ごろの交通安全活動を称えて
新地町交通安全表彰式

　新地小学校の高野道子教諭が「平成 24 年
度福島県教職員研究論文」で特選を受賞しま
した。
　研究では、児童たちが地域復興への思いや
希望を持つための取り組みとして、児童たち
によるＩＣＴ機器を活用した震災に関する情
報収集や、役場職員や町の復興活動にあたる
方々へのインタビューなどを行いました。

新地小の高野道子教諭が特選に輝く

福島県教職員研究論文

　コールしおさいの創立３０周年記念
コンサートが 12 月９日、農村環境改善
センターで開催されました。
　コールしおさいは、1982 年に発足し
て以降、さまざまな演奏会やコンサー
トのほか、町の各種式典やイベントな
どでも合唱を披露してきました。
　30 年の節目となる今回の記念コン
サートにも多くの方が来場し、コール
しおさいの歌声に聞き入りました。

３０年の歌声が響く
コールしおさい

高野道子教諭と村山正之教育長



SHINCHI TOWN NEWS

　北京オリンピック男子４×１００ｍリレー
銅メダリストの塚原直貴さんと、大熊町出身
で４００ｍハードルのプロ陸上選手として活
躍した秋本真吾さんが 12 月 14 日、新地高校
を訪れ、特別体育教室を開催しました。
　教室では、塚原さんと秋本さんが、生徒の
みなさんに走り方の実技指導や講演を行いま
した。

陸上トップアスリートの実技指導

塚原直貴さん・秋本真吾さん

　バイオ産業を担う次世代を育成することを目
的としたプロジェクト「東北バイオ教育プロ
ジェクト」が 12 月 12 日、新地高校で行われ
ました。
　プロジェクトでは、主催者の協和発酵キリン
㈱と㈱リバネスの社員の指導で、新地高校科学
部のみなさんが、植物工場で育てる野菜の研究
を行いました。

新地高校でバイオ教育
東北バイオ教育プロジェクト

広報しんち　11

町では、各種大会に出場する個人・団体のみなさんに激励金を交付し、大
会での活躍を応援しています。
尚英ガッツＪＶＣ（バレーボール：スポ少男子）
　うつくしまふくしま第 35 回福島県小学生バレーボール選手権大会
新地ジュニアバレーボール（バレーボール：スポ少女子）
　うつくしまふくしま第 35 回福島県小学生バレーボール選手権大会
佐藤賢（相馬高３年）、佐々木将至（相馬高１年）、田村歩夢（相馬高１年）
　第 65 回全日本バレーボール高等学校選手権大会

（敬称略）

大会での活躍に期待
スポーツ激励金

佐藤賢さん（左）と加藤町長 新地ジュニアバレーボールと尚英ガッツＪＶＣのみなさん



◎児童書

『つるばら村の魔法のパン』　　　  茂市　久美子

『劇団６年２組』　　　　　　　　吉野　真理子

『黒魔女さんのひなまつり　Part15』　　　　石崎　洋司
『ＩＱ探偵ムー　夢羽、脱出ゲームに挑戦！』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深沢　美潮
『泣いちゃいそうだよ　夢ブック』　　　　　小林　美雪
『金髪の髪のお姫様　チェコの昔話集』　木村　有子／訳

◎ＣＤ 
『日本の恋と、ユーミンと。』　　  　　　　松任谷　由実
『ＥＸＩＬＥ　ＢＥＳＴ　ＨＩＴＳ－ＬＯＶＥ　

ＳＩＤＥ／ＳＯＵＬ　ＳＩＤＥ－』  　　　　ＥＸＩＬＥ
『（ａｎ ｉｍｉｔａｔｉｏｎ）

ｂｌｏｏｄ　ｏｒａｎｇｅ』　  Ｍｒ．Ｃｈｉｌｄｒｅｎ
『ＢＥＳＴ　ＳＴＯＲＹ～Ｌｏｖｅ　ｓｔｏｒｉｅｓ～』
『ＢＥＳＴ　ＳＴＯＲＹ～Ｌｉｆｅ　ｓｔｏｒｉｅｓ～』

ＪＵＪＵ

◎一般書

『君想曲』　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹

『空飛ぶ広報室』　　　　　　　　　　　有川　浩

『over the edge』　　　　　　   　　　　　　　堂場　瞬一
『けさくしゃ』　　　　　　　　　　　　　　　　畠中　恵
『人生の旅をゆく』　　　　　　　　　　よしもと　ばなな
『生きづらいのは「ゆとり世代」だから、

と思っている君たちへ』　　　  　　　　　　　尾木　直樹
『「誰からも好かれる術」を笑福亭鶴瓶に学んだら』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤　誼人
『ひとりじゃない　ドキュメント震災遺児』　ＮＨＫ取材班
『お母さんのための子供のデジタルマナーとしつけ』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中元　千鶴
『カリスマ・ナニーが教える　１週間でおむつにさよなら！

トイレトレーニング講座』　　　　　　  ジーナ・フォード

◎ＤＶＤ ( 館内視聴用 )
『ファインディング　ニモ』
『プリンセスと魔法のキス』
『怪談レストラン１～６』

図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう
　　＝新着本のご案内＝　　＝新着本のご案内＝　　＝新着本のご案内＝

◎児童書

『つるばら村の魔法のパン』　　　  茂市　久美子

『劇団６年２組』　　　　　　　　吉野　真理子

『黒魔女さんのひなまつり　Part15』　　　　石崎　洋司
『ＩＱ探偵ムー　夢羽、脱出ゲームに挑戦！』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深沢　美潮
『泣いちゃいそうだよ　夢ブック』　　　　　小林　美雪
『金髪の髪のお姫様　チェコの昔話集』　木村　有子／訳

◎ＣＤ 
『日本の恋と、ユーミンと。』　　  　　　　松任谷　由実
『ＥＸＩＬＥ　ＢＥＳＴ　ＨＩＴＳ－ＬＯＶＥ　

ＳＩＤＥ／ＳＯＵＬ　ＳＩＤＥ－』  　　　　ＥＸＩＬＥ
『（ａｎ ｉｍｉｔａｔｉｏｎ）

ｂｌｏｏｄ　ｏｒａｎｇｅ』　  Ｍｒ．Ｃｈｉｌｄｒｅｎ
『ＢＥＳＴ　ＳＴＯＲＹ～Ｌｏｖｅ　ｓｔｏｒｉｅｓ～』
『ＢＥＳＴ　ＳＴＯＲＹ～Ｌｉｆｅ　ｓｔｏｒｉｅｓ～』

『君想曲』　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹

『空飛ぶ広報室』　　　　　　　　　　　有川　浩

『over the edge』　　　　　　   　　　　　　　堂場　瞬一
『けさくしゃ』　　　　　　　　　　　　　　　　畠中　恵
『人生の旅をゆく』　　　　　　　　　　よしもと　ばなな

と思っている君たちへ』　　　  　　　　　　　尾木　直樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤　誼人
『ひとりじゃない　ドキュメント震災遺児』　ＮＨＫ取材班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中元　千鶴
『カリスマ・ナニーが教える　１週間でおむつにさよなら！

トイレトレーニング講座』　　　　　　  ジーナ・フォード

　職業、広報官。取り扱い商品は

「航空自衛隊」! 事故により戦闘機

パイロットとしての道を絶たれた

空井大祐が配属されたのは、広報

室だった…。ドラマティック長篇。

『E ★エリスタ』連載に書き下ろ

しを加えて書籍化。

　 は じ め は 宅 配 ( た く は い ) の み
だったパン屋さん「三日月屋」は、
くふうをこらした季節感あふれるお
いしいパンを生みだしてきました。
そんな「三日月屋」ももうすぐ 10
周年。ある日、お店をひらいたとき
にすてきなカーテンをプレゼントし
てくれたキツネがやってきて…。

　卒業前のお別れ会で劇をすること
にした 6 年 2 組。苦労する立樹た
ちに意地悪を言う慶司。慶司は昔子
役で嫌な思いをしたのだ。練習する
うちに疑問が広がった立樹たちは、
役の気持ちを考えながら、自分たち
の芝居を作ることに…。

「成人の日」にちなんだおすすめの本の展示を行います。

図書館カレンダー（１月）
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 2/1 ２

■は休館日

広報しんち　12

　アロマショップで働く聖は、人
気作詞家の遼と恋人同士になる。
遼は「君想曲」の作詞に取り組ん
でいたが、事故に遭い、人格が変
わってしまう。はたして「君想曲」
は完成するのか。Web マガジン

『カラフル』連載を単行本化。

携帯電話用ＱＲコード

季節の行事展

１月の読み聞かせ会
日時　１/19 ㊏ 11 時～

　図書館ボランティア「スイミー」の皆さんによる
　絵本の読み聞かせなどを行います。
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保育所から

こんにちは

新地保育所

母と子の健康（１月）

健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳

交付

妊娠とわかったら、な
るべく早く母子手帳の
交付を受けましょう

１月 11 日㈮
１月 25 日㈮

９：00 ～ 10：00

３か月児
健診

24 年８月 17 日～

10 月 27 日生まれ
１月 16 日㈬

12：20 ～ 12：30

離乳食
相談会

24 年５月～８月生まれ
１月８日㈫

９：45 ～ 10：00

３歳児
健診

21 年７月～９月生まれ
１月 21 日㈪

13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）

１月 の たんぽぽひろば
期日 内容 場所

１月 16 日㈬

１月 30 日㈬

鬼の面つくり

鬼さんとあそぼう

児童館

児童館

◎問い合わせ　児童館（☎�４４３２）

１月の行事予定
★新入所児健康診断
  8 日㈫　新地保育所
  9 日㈬　駒ヶ嶺保育所
10 日㈭　福田保育所
★育児相談
18 日㈮　新地保育所
　　　　  福田保育所
21 日㈪　駒ヶ嶺保育所

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

担
任
の
保
育
士
が
【
郡
山
】
に

出
張
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と

Ａ
子

「
あ
れ
？
今
日
先
生
お
休
み
？
」

Ｂ
子

「
今
日
は
先
生
、
【
雪
山
】
に
お
勉

強
会
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
！
」

こ
お
り
（
氷
）
山
→
雪
山 

に
な
っ

た
み
た
い
で
す
。

ど
っ
ち
も
冷
た
い
も
の
ね
。

～
支
援
～

絆
が
続
い
て
い
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
も
う

す
ぐ
２
年
。
震
災
で
わ
た
し
た

ち
は
、
た
く
さ
ん
の
大
切
な
も

の
を
失
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
も
、
家

を
な
く
し
て
、
悲
し
く
怖
い
経

験
を
し
た
子
も
い
ま
す
が
、
こ

の
震
災
を
通
し
て
出
会
え
た
方

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
国
内
外
か
ら
の

温
か
い
支
援
を
通
し
て
、
多
く

の
す
ば
ら
し
い
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
出
会
い
と
経
験
に

輝
く
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

　
「
今
度
○
○
が
遊
び
に
来
る

ん
だ
よ
ね
!?
」「
ど
ん
な
お
客

さ
ん
が
来
る
の
？
」
子
ど
も
た

ち
は
何
日
も
前
か
ら
支
援
に
来

て
く
れ
る
方
た
ち
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。
ピ
カ
チ
ュ
ー

や
コ
ナ
ン
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
プ
ロ
の
方
々
に

よ
る
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
、
俳
優
の
絵
本
読
み

聞
か
せ
な
ど
な
ど
…
。
子
ど
も

た
ち
は
と
き
に
は
元
気
に
、
と

き
に
は
真
剣
に
、
と
き
に
は
大

笑
い
し
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま

す
。
終
わ
っ
た
あ
と
は
「
楽
し

か
っ
た
ね
」
と
友
だ
ち
同
士
で

話
し
た
り
、
遊
び
の
な
か
で
繰

り
返
し
真
似
を
し
て
遊
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
カ
ナ

ダ
な
ど
、
国
外
の
方
た
ち
か
ら

の
支
援
を
通
し
て
、
外
国
の
文

化
や
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
を
見
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
な
国
の
国
旗
を
描
い
た

り
、
ご
っ
こ
遊
び
の
中
で
外
国

の
言
葉
が
で
て
き
た
り
、
子
ど

も
た
ち
は
す
ぐ
に
飲
み
込
み
、

遊
び
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
な

ん
で
も
吸
収
し
、
覚
え
て
い
く

こ
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
経

験
が
で
き
た
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
を
込
め
て

　

そ
し
て
「
感
謝
の
気
持
ち
」

を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

支
援
の
あ
と
に
は
、お
礼
に「
あ

り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
込
め

て
歌
を
歌
っ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
作
っ
て
渡
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
支
援
に
き
て
く
れ
た
方

た
ち
は
「
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
笑
顔
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
！
」と
帰
っ

て
行
き
ま
す
。

　

１
年
10
か
月
が
た
つ
今
で

も
、
支
援
と
い
う
形
で
子
ど
も

た
ち
、
わ
た
し
た
ち
を
励
ま
し

て
く
れ
る
方
た
ち
と
の
新
し
い

出
会
い
や
つ
な
が
り
に
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
前
を
向
い
て
元
気
に
進
ん

で
い
き
ま
す
。



暮らしの情報

i nformation
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小
川
定
住
促
進
住
宅

　
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
定
住
促
進
住
宅
の

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
す
る

方
は
、
住
宅
の
中
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

所
在
地　

新
地
町
小
川

　
　
　
　

字
川
向
32
番
地
の
６

構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　

５
階
建　

２
棟

間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　

２
戸

駐
車
場　

民
間
駐
車
場

月
額
家
賃
等
　

３
８
，
６
０
０
円

入
居
資
格

・
町
内
に
定
住
を
希
望
し
、
か

つ
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
。

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の

予
約
者
等
を
含
む
）
が
あ
る
こ

と
。

・
前
年
の
所
得
金
額
が
月
額

１
５
８
，
０
０
０
円
を
超
え
て

い
る
こ
と
。

・
納
期
の
到
来
し
て
い
る
町
税

等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

申
込
方
法

　

都
市
計
画
課
に
用
意
し
て
あ

る
入
居
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
類
の
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
）

募
集
期
間

１
月
15
日
㈫
～
２
月
１
日
㈮

入
居
可
能
日

３
月
１
日
㈮
よ
り

※
家
賃
に
つ
い
て
は
入
居
可
能

日
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

・
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
月

５
，
０
０
０
円
の
助
成
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

・
応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
、
新
地
町
定
住

促
進
住
宅
条
例
に
基
づ
き
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
☎
�
２
１
１
３
）

　
平
成
25
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

　
利
用
児
童
の
登
録

　
申
し
込
み
を
受
付

　

福
田
・
新
地
・
駒
ヶ
嶺
の
各

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
25
年

度
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
新

規
・
継
続
登
録
の
申
し
込
み
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
児
童　

町
内
の
小
学
校
１

～
３
年
生
（
平
成
25
年
度
）

定
員　

各
児
童
ク
ラ
ブ
30
名

※
申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
、
提
出
さ
れ
た
世
帯

状
況
等
を
審
査
の
う
え
、
後
日

可
否
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

登
録
要
件

・
留
守
家
庭
で
保
護
者
等
が
就

労
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童

・
祖
父
母
が
昼
間
家
庭
に
い
る

が
、
介
護
認
定
（
１
～
５
）
お

よ
び
障
が
い
の
認
定
を
受
け
、

そ
の
配
偶
者
が
介
護
・
障
が
い

認
定
者
の
日
常
介
護
に
従
事
し

て
い
る
場
合
（
介
護
保
険
被
保

険
者
証
お
よ
び
障
が
い
者
手
帳

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
）。

※
同
じ
条
件
の
申
込
が
多
数
の

場
合
は
、
自
宅
ま
で
の
距
離
を

判
定
材
料
と
し
ま
す
。

費
用

お
や
つ
代　

月
２
，
０
０
０
円

保
険
料
　　

年
２
，
０
０
０
円

申
し
込
み　

役
場
町
民
課
、
福

田
児
童
ク
ラ
ブ
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
）、
新
地
児
童
ク
ラ

ブ
（
児
童
館
内
）、
駒
ヶ
嶺
児

童
ク
ラ
ブ
（
駒
ヶ
嶺
小
学
校
特

別
教
室
棟
内
）
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

１
月
７
日
㈪
～
31
日
㈭

（
期
間
厳
守
）

そ
の
他

　

審
査
で
は
、
住
民
票
登
録
上

の
世
帯
分
離
や
同
一
敷
地
内
の

別
棟
居
住
の
場
合
は
、
同
一
世

帯
と
判
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
�
２
１
１
６
）

心配ごと法律無料相談所

　新地町社会福祉協議会では、法律無料相談

所を開設します。

　生計、相続、サラ金、震災関連、離婚、心

の悩み等をお持ちの方は、専門弁護士に相談

してみませんか。

　相談には予約が必要です。新地町社会福祉

協議会へ１月 17 日㈭まで、お申し込みくださ

い。

日時　１月 21 日㈪　13 時～ 15 時

会場　新地町保健センター内

◎問い合わせ　

新地町社会福祉協議会（☎�４２１３）
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町内の空間線量率調査結果
町では、町内 24 か所で放射線量の独自調査を行
いました。12 月 18 日、25 日の測定結果は次の
とおりです。　　　　　　　　　　　（μ Sv/h）

測定場所 地表面 測定値
18 日 25 日

１ 福田小学校 土 0.06 0.06
２ 福田保育所 土 0.06 0.06
３ 木崎公会堂 土 0.28 0.29
４ 北原工業団地 砂利 0.19 0.23
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.34 0.31
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.35 0.34
７ 狼沢集会所 土 0.27 0.26
８ 新地小学校 土 0.07 0.07
９ 尚英中学校 土 0.19 0.19
10 新地保育所 土 0.07 0.06
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.30 0.30
12 今泉農集排処理場 砂利 0.11 0.11
13 総合公園こどもの森 芝 0.39 0.37
14 新地浄化センター 芝 0.30 0.29
15 岡公会堂 舗装 0.12 0.11
16 杉目集会所 舗装 0.13 0.13
17 大戸緑地広場 舗装 0.17 0.17
18 新地町役場 舗装 0.12 0.14
19 菅谷公会堂 土 0.28 0.27
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.07 0.08
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.08 0.06
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.20 0.18
23 藤崎公会堂 砂利 0.22 0.22
24 富倉公会堂 舗装 0.11 0.12
※測定は毎週火曜日、地上１ｍ（３保育所は 50㎝の高さ）

　
平
成
25
年
度
・
26
年
度

　
入
札
参
加
資
格

　
審
査
受
付

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
・
26

年
度
の
「
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
」
の
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

受
付
期
間

２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

９
時
～
16
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

役
場
３
階
会
議
室
３
０
１

受
付
対
象
業
種

建
設
工
事
請
負
業
、
測
量
等
委

託
、
物
品
販
売
、
修
繕
等

※
総
括
表
等
の
書
類
は
総
務

課
、
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
財
政
係

（
☎
�
２
１
１
１
）

　
相
馬
方
部
衛
生
組
合

　
保
有
地
を
売
却

　

相
馬
方
部
衛
生
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
保
有
地
を
売
却
し

ま
す
。

対
象
物
件
　

（
下
表
１
）
の
と
お
り

受
付
期
間
　

１
月
15
日
㈫
９
時
よ
り

受
付
場
所　

公
立
相
馬
総
合
病

院
１
病
棟
３
階
総
務
課
管
理
係

公
売
の
方
法　

申
込
順

そ
の
他　

詳
細
は
公
立
相
馬
総

合
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

公
立
相
馬
総
合
病
院

総
務
課
管
理
係

（
☎
㊱
５
２
４
９
）

（表１）相馬方部衛生組合売却保有地
物件番号 所在地 相馬駅より（ｍ） 地目 面積（㎡） 売却価格（円）

１ 相馬市中村字泉町 1-11 300 宅地 293.05 10,229,000

２ 相馬市中村字泉町 8-1 600 宅地 547.59 16,461,000

　
平
成
25
年
度

　
予
備
自
衛
官
補
募
集

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

で
は
、
次
の
と
お
り
予
備
自
衛

官
補
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
案
内
の
配
布
お
よ
び
受

験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本

部
相
双
地
域
事
務
所
（
☎
㉓

４
７
１
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募集項目 予備自衛官補（一般）予備自衛官補（技能）
受付期間 １月９日㈬～４月３日㈭
募集人員 約 100 名 約 20 名

応募資格
（H25.7.1 現在）

18 歳以上

34 歳未満

18 歳以上で国家免許
資格等を有する者
技 能 に 応 じ 53 歳 ～
55 歳未満

試験期日
平成 25 年４月 12 日、13 日、14 日、15 日
のうちいずれか１日
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ご冥福をお祈りします
（平成 24 年 11 月 21 日～平成 24 年 12 月 20 日）

（名前）（年齢） （地区）    （名前）（年齢） （地区） 

  作間　宣幸 62 歳 釣　師　宍戸　辰雄 84 歳 大戸浜    

  森　フヂヲ 88 歳　岡　 　福島　三郎 82 歳 沢　口

  横山　千代 88 歳 中　里　渡邉　トメ 96 歳 小　川

  加藤文二男 88 歳 杉　目　荒　　キク 97 歳 木　崎

  荒　　達雄 82 歳 木　崎　武田　　榮 83 歳 埓　浜

  水戸　　和 85 歳 新地町　荒　　恒男 96 歳 木　崎

  佐々　和子 68 歳　岡　　 渡邊　輝雄 89 歳 小　川
　

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

人口　/　8,022 人（－ ５）

　男　/　3,965 人（－ ２）

　女　/　4,057 人（－ ３）

世帯数 /　2,579 世帯（＋２）

12 月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

※７月９日から外国

　人が含まれるよう

　になりました。

誕生おめでとう
（平成 24 年 11 月 21 日～平成 24 年 12 月 20 日）

  （子ども）　　　 （親）　 　     （地　区）

  理
り

　紗
さ

　  庄司和生・美穂　高　田

  ひより  　小野雅弘・香織　中　島

  龍
りゅう

　雅
が

  　荒雅人・知穂実　新地町

  隼
はや

　人
と

  　藤直哉・むつみ　新地町

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

町県民税　　　４期

国民健康保険税７期
この社会　あなたの税が

 いきている

今月の

納税

　
20
歳
に
な
っ
た
ら

　
国
民
年
金

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
日

本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
に
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20

歳
に
な
り
ま
し
た
ら
、
役
場
健

康
福
祉
課
ま
た
は
相
馬
年
金
事

務
所
で
加
入
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
】

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ

る
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
万
が
一
の
こ
と
に
備
え
て

保
険
料
を
出
し
合
い
、
加
入
者

同
士
が
互
い
に
支
え
合
う
制
度

で
す
。
国
民
年
金
に
は
「
老
齢

基
礎
年
金
」「
遺
族
基
礎
年
金
」

「
障
害
基
礎
年
金
」
の
３
種
類

の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
支
給

を
受
け
る
に
は
、
必
ず
国
民
年

金
制
度
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
期
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
の
納
付
が

　
　
　
困
難
な
方
の
た
め
に
】

　

学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付

特
例
」
制
度
が
、
学
生
以
外
の

方
に
は
「
保
険
料
免
除
」
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
（
☎
�
２
９
３
２
）

相
馬
年
金
事
務
所

（
☎
㊱
５
１
７
２
）

　
金
融
庁
と
財
務
局
か
ら
の

　
大
切
な
お
知
ら
せ

　
　
個
人
版
私
的
整
理

　
　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
っ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

お
借
入
金
の
弁
済
に
お
悩
み
の

方
は
、「
個
人
版
私
的
整
理
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
被
災
ロ
ー
ン

減
免
制
度
）
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

※
債
務
の
免
除
に
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、

①
個
人
信
用
情
報
の
登
録
な
ど

の
不
利
益
を
回
避
で
き
ま
す
。

②
国
の
補
助
に
よ
り
、
弁
護
士

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
運
営
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た

弁
護
士
の
費
用
に
限
り
ま
す
。

③
５
０
０
万
円
を
目
安
に
現
預

金
を
手
元
に
残
す
こ
と
が
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

義
捐
金
等
は
、
右
記
５
０
０

万
円
と
は
別
に
手
元
に
残
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど

の
個
別
事
情
に
よ
り
減
額
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、「
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
」
ま
た

は
お
取
引
金
融
機
関
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
運
営
委
員
会
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
－
３
８
０
－
８
８
３

福
島
支
部

０
２
４
－
５
２
６
－
０
２
８
１

受
付
時
間　

平
日
９
時
～
17
時



衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査
第 46 回衆議院議員総選挙が 12 月４日公示、16 日投票で行われました。

新地町の投票率は 67.86％でした。開票結果は以下のとおりです。

【確定投票率】
衆議院議員総選挙（小選挙区）

有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

3,159 3,360 6,519 2,151 2,273 4,424 68.09 67.65 67.86
衆議院議員総選挙（比例代表）

有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

3,159 3,360 6,519 2,150 2,273 4,423 68.06 67.65 67.85
最高裁判所裁判官国民審査

有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

3,157 3,358 6,515 2,028 2,155 4,183 64.24 64.18 64.21
【開票結果】

衆議院議員総選挙（小選挙区）
届出番号 候補者氏名 得票数

１ 亀岡よしたみ 2,341
２ 大場ひでき 723
３ 石原洋三郎 1,035
４ 渡部チイ子 226

小計（有効投票数） 4,325
無効 99

合計（投票者総数） 4,424

広報しんち　17

衆議院議員総選挙（比例代表）
届出番号 政党名 得票数

１ 社会民主党 168
２ 公明党 425
３ 幸福実現党 14
４ みんなの党 293
５ 自由民主党 1,372
６ 民主党 845
７ 日本共産党 185
８ 新党改革 26
９ 日本維新の会 478
10 日本未来の党 432

小計（有効投票数） 4,238
無効 185

合計（投票者総数） 4,423

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
こ
ん
な
時
に
凍
結
し
ま
す

・
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
っ
た
と
き

・
夜
間
、
あ
る
い
は
外
出
な
ど
で
長
時
間
水
道
を

　

使
わ
な
い
と
き

・
１
日
中
外
気
温
が
氷
点
下
の
「
真
冬
日
」
が

　

続
い
た
と
き

◎
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

・
水
道
管
や
器
具
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

・
北
向
き
の
と
こ
ろ

・
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

・
屋
外
に
あ
る
水
道
管
な
ど

◎
凍
結
に
よ
る
破
損
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
屋
外
の
露
出
し
た
ま
ま
の
水
道
管
や
蛇
口
は

　

防
寒
し
て
く
だ
さ
い
。

・
長
期
不
在
と
な
る
と
き
は
、
給
湯
器
等
の
水
抜

　

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
（
☎
㉟
６
７
３
６
）
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生涯学習フェスティバル 2013
１/26 ㊏・27 ㊐
農村環境改善センター・保健センター・図書館
生涯学習フェスティバルは、町で実施している各種教室のほか、公民館・勤労青少年ホームを利用しているクラブ・団体、

地域で活動している自主サークルなど、多くの団体が参加するイベントです。

みなさんが参加できる体験コーナーや手作り作品等の販売もありますので、お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

◎問い合わせ　生涯学習課（☎�２０８５）

発行と編集　新地町役場企画振興課　☎ 0244-62-2112　℻ 0244-62-3194　Ｅメール koho@shinchi-town.jp
〒 979-2792　福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田 30 番地

１/26 ㊏　９時～１６時
・フェスティバル開会式

・学習発表

・各種教室・クラブ等の作品、写真展

・手作り作品等販売

・ダンスパーティー（18 時 30 分～ 20 時 45 分）

１/27 ㊐　９時～１５時
・体験コーナー

・復興支援カフェ

・各種教室・クラブ等の作品、写真展

・手作り作品等販売

・お菓子配布

・絵本ライブ

スケジュール

「男の料理教室」参加者募集
家庭で手軽に作れる料理の基礎を学ぶ「男の

料理教室」を開催します。男性のみなさん、

この機会にぜひご参加ください。

日時　２月２日㈯ 15 時～

場所　わくわくらんど

講師　

菅野いな子先生

（元新地町男女共同参画プラン推進会議委員）

鈴木清幸先生

（元新地町男女共同参画プラン推進会議委員）他

募集人員　男性 15 名（定員になり次第締切）

参加費　１，０００円

（申込み時に集金いたします）

準備物　エプロン・頭にかぶるもの

レシピ　当日発表

申込期間　１月 10 日㈭～１月 24 日㈭

主催　新地町生涯学習課　

　　　新地町男女共同参画プラン推進会議

◎申し込み・問い合わせ　

新地公民館（☎�２０８５）

家族介護者教室
高齢者を介護している家族が、介護に関する知識や技術、介護者の

健康管理について学ぶとともに、介護する家族同士の交流の機会づ

くりとして、新地町保健センターと新地町地域包括支援センターで

は「家族介護者教室」を開催します。

介護に悩んでいる方、もう少し上手に介護をしたいという方、ほか

の人の介護体験を聞きたいという方など、お気軽にご参加ください。

対象　高齢者を介護している家族や介護に関心のある方

日程　

第１回：２月１日㈮　13 時 30 分～ 15 時 30 分

第２回：２月 15 日㈮　13 時 30 分～ 15 時 30 分

※２回コースで開催します。

定員　30 名程度　参加費用は無料です。

内容　第１回　介護技術「高齢者の食事介助について」

　　　第２回　 講話 / 体操　講師：大葉由佳氏※

( ※フリーアナウンサー、ラフターヨガジャパン認定ラフターヨガ講師 )

会場　新地町保健センター

◎参加申し込み・問い合わせ
新地町保健センター ( ☎�２０９６)

新地町地域包括支援センター ( ☎�５５８０)

※参加申し込みは 1 月 25 日㈮までにお願いします。


